
池田 久男 議員

問

答

所有者不明土地が
なぜ増加する

土地価格の下落や
税負担
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昨
年
7
月
に
新
体
制
へ
移
行

し
た
農
業
委
員
会
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
新

た
な
使
命
が
あ
る
。

　

農
地
利
用
の
最
適
化
の
取
り

組
み
と
対
策
を
問
う
。

 

農
業
委
員
会
法
の
改
正
の

目
的
と
内
容
は
。

 

環
境
経
済
部
長　

農
地
な

ど
の
利
用
の
最
適
化
推
進
、

担
い
手
の
就
任
。
認
定
農
業

者
、
中
立
委
員
、
女
性
委
員
、

青
年
委
員
な
ど
、
公
平
・
公

正
な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
組

織
。
議
会
の
同
意
が
必
要
。

 

新
設
さ
れ
た
、
農
地
最
適

化
推
進
委
員
の
役
割
り
は
。

 

農
地
の
集
積
や
遊
休
農
地

の
解
消
を
図
り
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
す
る
。

 

本
町
の
遊
休
農
地
の
現
状

は
。

 

平
成
29
年
度
の
調
査
で
、

１
０
６
筆
、
8
万
５
５
７
０

㎡
で
あ
る
。

 

解
消
の
取
り
組
み
、
利
用

　

相
続
未
了
な
ど
を
要
因
と
す

る
所
有
者
不
明
土
地
が
全
国
各

地
で
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
国

で
は
「
所
有
者
不
明
土
地
の
利

用
の
、
円
滑
化
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
が
本
年
6
月
参
議

院
本
会
議
で
成
立
。
平
成
31
年

6
月
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
。

 

所
有
者
不
明
土
地
が
、
な

ぜ
増
加
し
た
と
考
え
る
の
か
。

 

総
務
部
長　

土
地
価
格
の

下
落
、
税
負
担
、
相
続
登
記

の
手
間
と
法
律
上
の
義
務
が

な
い
こ
と
。

 

本
町
の
所
有
者
不
明
土
地

の
把
握
は
。

 

し
て
い
な
い
。

 

土
地
の
有
効
活
用
は
。

 

建
設
部
長　

基
本
方
針
に

基
づ
い
て
、
自
治
体
や
民
間

事
業
者
が
公
園
や
道
路
な
ど

の
公
共
目
的
に
限
っ
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 

第
三
者
の
所
有
権
移
転
が

可
能
と
な
る
土
地
の
放
棄
制

度
は
。

 

み
な
し
放
棄
に
か
か
る
規

程
は
、
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。

 

相
続
登
記
の
義
務
化
の
実

施
の
動
き
は
。

 

特
別
措
置
法
第
40
条
2
項

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
義
務
化
ま
で
至
っ
て
な

い
。
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

集
積
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

農
地
利
用
意
向
調
査
を

実
施
。
平
成
29
年
度
で

５
１
１
・
３
ha
。

 

新
体
制
で
の
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
は
万
全
か
。

 

委
員
一
同
が
揃
っ
て
調
査

を
実
施
。
農
地
巡
回
で
把
握

す
れ
ば
即
対
応
で
き
、
遊
休

農
地
へ
の
認
識
は
高
ま
っ
て

い
る
。

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
29
年
度
決
算

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
万
全
か

遊
休
農
地
の
認
識
は
高
ま
っ
て
い
る

問

答

遊休農地解消に向けてのパトロール

一 般 質 問



8
月
21
日　

協
議
会
開
催

　

ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田

の
訴
訟
対
象
土
地
明
渡
し
を
判

決
に
も
と
づ
き
概
算
工
事
費
約

1
億
円
か
け
、
明
渡
し
土
地
の

原
形
復
旧
と
調
整
池
の
移
設
を

行
う
も
の
。

Ｑ　

汲
む
べ
き
教
訓
極
め
て
大

き
い
の
で
は
。

Ａ　

責
任
感
じ
、
二
度
と
起
き

な
い
よ
う
誠
心
誠
意
努
め

て
い
く
。

Ｑ　

借
地
は
今
後
ど
う
す
る
。

Ａ　

対
応
に
努
力
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

　

平
成
29
年
度
は
約
16
億
円

　

7
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
大

分
県
豊
後
高
田
市
・
佐
賀
県
武

雄
市
を
視
察

◇
豊
後
高
田
市

　

学
び
の
21
世
紀
塾

　

塾
は
市
営
で
、
子
ど
も
た
ち

の
確
か
な
学
力
・
豊
か
な
心
・

健
や
か
な
体
を
培
う
こ
と
を
目

指
し
、大
半
の
小
学
生
が
利
用
。

　

地
域
・
保
護
者
・
行
政
・
教

職
員
な
ど
が
「
夢
を
描
き
、
実

現
で
き
る
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
」
に
育
て
た
い
と
の
願
い
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

◇
武
雄
市

　

官
民
一
体
型
学
校
と
図
書
館

　

基
本
理
念
は
、学
ぶ
楽
し
さ
、

で
き
た
喜
び
を
友
だ
ち
と
の
協

働
学
習
を
通
し
て
、
個
の
力
と

集
団
の
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
。

小
学
校
対
象
に
15
分
間
「
花
ま

る
タ
イ
ム
」
を
設
け
、
官
の
シ

ス
テ
ム
に
民
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
活

力
を
融
合
し
た
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
た
。

　

図
書
館
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
指
定
管
理
者
に
よ
る
運

営
。
館
内
に
は
民
間
の
書
店
や

カ
フ
ェ
も
併
設
さ
れ
、
来
館
者

は
年
間
約
25
万
人
、
図
書
貸
出

数
は
約
41
万
冊
の
実
績
が
あ

り
、
利
用
者
へ
の
配
慮
が
さ
れ

て
い
た
。

の
寄
附
が
あ
り
、
返
礼
品

な
ど
の
経
費
を
除
い
た
約

８
億
６
０
０
０
万
円
が
、
安
全

安
心
・
教
育
文
化
な
ど
に
使
わ

れ
た
。

　

本
年
度
は
、
総
務
大
臣
通
知

も
あ
っ
て
7
月
末
の
前
年
度
比

35
％
減
と
な
り
、
対
応
は
寄
附

サ
イ
ト
の
追
加
、
地
場
産
品
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
考
慮
。

Ｑ　

追
加
サ
イ
ト
の
周
知
は
。

Ａ　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
サ

イ
ト
追
加
し
だ
い
順
次
掲

載
。

Ｑ　

返
礼
品
の
転
売
の
実
態
は
。

Ａ　

寄
附
者
検
索
し
確
認
す
る

も
、
該
当
す
る
方
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
。

調整池移設場所付近

官民一体型学校の説明を受ける（武雄市）

教
育
政
策
と
図
書
館
運
営
を
研
修

土地明渡しに
　　　向けて前進

総務教育
　常任委員会
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９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
29
年
度
決
算

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委員会レポート閉会中の各委員会活動状況


